
（お題）

その１：コロナ禍収束後、ある都市が斬新な公共空間利活用で話題沸騰！一体何をした？

主催 国土交通省都市局街路交通施設課

その２：あなたが考える「ウォーカブルな空間」とは？

（開催概要）
下記の２つのお題に対して、どちらか一方、または両方について回答をお寄せください！
実現可能性はさておき、インパクトのあるステキなアイデア大歓迎の企画です。

ご応募いただいた作品・内容については国土交通省における各種の広報活動等に活用させていただきます。
※別途開催するマチミチ勉強会での紹介やマチミチポータルサイト（現在準備中のHP）への掲載等で活用
させていただく可能性があることを予めご了承ください。

（提出先）
いずれのお題の回答も、裏面に記載の応募専用アドレスまで送信ください。
ノミネート作品選出者には追って事務局から直接ご連絡させていただきます。

駅前ロータリーの形状を活かし、
自動車をとめて運動会を実施！

目抜き通りを
ファッションショーのランウェイに！

【お題その１：回答方法】

左記の回答例のように、

①キャッチコピー（タイトル）

②写真やイラスト等（１枚）

③概要の解説（200文字以内）

を考え、メールで回答を送信ください！

※応募方法の詳細は裏面をご覧ください。

（入賞作品の選出について）
ご応募いただいた作品の中から、事務局においてノミネート作品を選出！
ノミネート作品は、別途開催のマチミチ勉強会にて１分間のご発表をいただきます！
発表後には、勉強会の参加者による投票にて大賞を決定！（大賞には別途副賞を進呈※）

副賞(予定)：国交省都市局職員の現地派遣指名権、マチミチ企画会議への参加権、関連書籍の贈呈 等

【お題その２：回答方法】

左記の回答例のように、

①キャッチコピー（タイトル）

②内容の解説やポイントの説明（字数制限なし）

③写真やイラスト等の参考イメージ

を考え、メールで回答を送信ください！

※応募方法の詳細は裏面をご覧ください。

スピードを出す車がいないので、親子連れの会話が聞こえる。
通りに開けたカフェがあるので、美味しそうなパンの匂いがする。
など、沿道も一体で演出された「五感がよろこぶ」空間のこと！

（応募資格）
どなたでも応募可！ご所属に関わらず積極的なご応募をお待ちしています！

（回答例）五感が居心地の良さを感じる場所



マチミチ大喜利：回答方法について

①タイトル
（キャッチコピー）

（回答例）駅前ロータリーでトラック走

②写真やイラスト等 写真やイラストにキャッチコピー等を加えた画像１枚を
添付ファイルで送付ください（容量10ＭＢ以内、JPEG/PNG形式）

③概要の解説
（200文字以内）

（回答例）駅前ロータリーの形状を活かし、自動車をとめて運動会を実施！タ
クシープールを使って飲食店が屋台を出し、ペデストリアンデッキは応援席
に。

■タイトルを【マチミチ大喜利回答】として、応募先メールアドレスまで、
「共通事項」及び「お題その１」または「お題その２」の①～③をお送り
ください。

【お題その１】
コロナ禍収束後、ある都市が斬新な公共空間利活用で話題沸騰！一体何をした？

①タイトル
（キャッチコピー）

（回答例）五感が居心地の良さを感じる場所

②内容の解説や
ポイントの説明
（文字数制限なし）

（回答例）スピードを出す車がいないので、親子連れの会話が聞こえる。

通りに開けたカフェがあるので、美味しそうなパンの匂いがする。など、沿道
も一体で演出された「五感がよろこぶ」空間のこと！

③参考イメージ
（※任意）

写真やイラスト等、参考イメージとなる画像１枚を
添付ファイルで送付ください（容量10ＭＢ以内、JPEG/PNG形式）

【お題その２】
あなたが考える「ウォーカブルな空間」とは？

【お問合せ先】
マチミチ会議事務局 担当：松岡、菅原 （国土交通省都市局街路交通施設課）

電話：03(5253)8417 mail：matsuoka-r2rx@mlit.go.jp

「マチミチ勉強会」参加申込も受付中！

ノミネート基準は「斬新さ」や「面白さ」！「実現性」は二の次です。

ノミネート基準は「オモイ」や「共感」！「実現性」もほどほどに。

【共通事項】

お名前 所属・役職

電話番号 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

※先着順（1/17〆切） お申込みはお早目に！

※１通のメールで
複数案の回答もOK！

【応募先メールアドレス】

machimichi_ogiri@jtpa.or.jp

＜注意事項＞
・応募作品は、第三者が著作権等の権利を有している著作物等を利用していないものとしてください。
・応募者は、応募事業の紹介や記録のために主催者が応募作品を利用することを認めることとします。
・ノミネート作品は、ＨＰや各種公表資料など、主催者が当該施策の普及啓発のために必要と判断する
利用目的に利用できるものとします。


